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健
康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
６
月
１
日
に

「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
や

不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
臨
床
発
達
心
理
士
や
保
健
師
な
ど
の

専
門
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ら
れ
る
場
所
と
し
て

「
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

発達相談センターって
どんなところ？
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抱っこを
嫌がる

後追いを
しない

ことばが
遅い

気むずかしく
よく泣く

視線を
合わせない

睡眠のリズム
の乱れ

集団行動
が苦手

不器用・姿勢
のくずれ

空気が
読めない

知的能力が
高いことも

友だちとの
トラブルが
多い

気が散り
やすい

偏食が
激しい 不注意

強いこだわり
がある

集団行動
が苦手

多動・衝動が
目立ち始める

ことばが
遅い

発
達
障
害
と
は

　

｢

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子｣

、｢

困
っ
た

子｣

、「
育
て
に
く
い
子
」と
み
ら
れ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
、「
発
達
障
害
」と

診
断
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

発
達
障
害
者
支
援
法
に
お
い
て
、
発
達

障
害
は「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
、
そ
の
他
の
広こ
う

汎は
ん

性
発
達
障
害
、
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
脳
機
能
障
害
で
あ
っ
て
そ
の

症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る

も
の
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

用語の説明
●自閉症
　特徴として、社会性の障がい、コミュニケーショ
ンの障がい、想像力の障がいがあります。
●アスペルガー症候群
　自閉症の特徴のうち、言語の発達が比較的良好
で、一見、人付き合いも良さそうに見えるのが
特徴です。
●広汎性発達障害
　自閉症、アスペルガー症候群などの総称。
●学習障害（LD）
　読む、書く、算数など、特定の能力と使用が著
しく困難といった特徴があります。
●注意欠陥・多動性障害（ADHD）
　注意（集中力がない）、多動性（じっとしていら
れない）、衝動性（順番を待てない）という特徴
があります。

※参考文献
　発達障害の早期発見、早期支援ガイドブック
　（日本発達障害ネットワーク編）

発達相談センターってどんなところ？

子
育
て
の
難
し
さ

　

子
ど
も
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
、
向
こ

う
見
ず
、
危
険
な
こ
と
が
大
好
き
。
そ
し

て
甘
え
ん
坊
、
泣
き
虫
、
か
ん
し
ゃ
く
も

ち
で
す
。

　

み
ん
な
個
性
が
あ
り
、
成
長
の
ス
ピ
ー

ド
も
ま
ち
ま
ち
で
す
か
ら
、
落
ち
着
き
が

な
い
、
危
険
な
こ
と
を
す
る
、
友
だ
ち
や

兄
弟
と
す
ぐ
に
け
ん
か
を
す
る
、
親
や
先

生
の
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
と
い
う
よ
う

な
行
動
が
、
周
り
の
子
ど
も
と
比
べ
て
目

立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
は
や
り
方
を
教
え
た
り
、
時

に
は
叱し
か

っ
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で
す

が
、
日
常
生
活
の
中
で
本
人
が「
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」と
い
う「
困
り

感
」を
感
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
支
援
が

必
要
で
す
。

　
「
何
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
！
」と
何

度
も
叱
る
こ
と
よ
り
、
具
体
的
に「
○
○

し
た
方
が
よ
い
」と
言
っ
て
あ
げ
た
方
が

い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

発
達
に
遅
れ
や
障
が
い
が
あ
る
場
合
に

は
、
失
敗
が
多
か
っ
た
り
、
自
分
が
興
味

の
あ
る
こ
と
を
何
回
も
繰
り
返
し
話
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
た
り
注
意
さ
れ
て

い
る
う
ち
に
、
反
抗
的
な
態
度
を
と
る
よ

う
に
な
り
、
親
は
、
一
層
育
て
に
く
さ
を

感
じ
、
育
て
る
意
欲
も
な
く
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

発達障害によく見られるサイン

幼児期

乳幼児期

幼児期

学童期
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上田市の状況と対応

保育園・幼稚園では…

　市内の保育園および公立幼稚園に在園する園児総数約3,700人中、医療
機関より自閉症など広汎性発達障害やADHDの診断を受けている児童、
および発達障害の可能性があると思われる児童、身体および知的な障が
いのある児童などを含めた発達が気がかりな児童は200人を上回る状況と
なっており、年々増加する傾向にあります。
　年齢により乳幼児健診などでは、健康推進課の保健師が相談を受けて
おり、保育園などでは保育課の担当保育士が保護者からの相談を受けて
います。担当保育士への発達に係る相談は、年々件数が増加しており、
平成21年度では約400件の相談があり、今年度はさらに増加が見込まれま
す。

小中学校では…

　市内小中学校では、発達障害など教育上特別に支援が必要な児童生徒
が増加傾向にあり、市では平成22年度、小中学校に54人の特別支援教育
支援員を配置し、学習支援等学校生活上のサポートを行っています。
　また、小学校の児童を対象に地域の皆さんや大学生のボランティアを
募集し、子どもたちへの支援をしていただいています。
　上田市教育委員会の特別支援教育担当指導主事への就学に関する相談
は、年々件数が増加しており、平成21年度は211件の相談がありました。
　発達障害や情緒不安定などのある児童生徒のうち、希望があり必要と
認められた子どもたちが入級する小中学校の自閉症・情緒障害特別支援学
級の平成22年度在籍者数は、平成19年度に比べ約２倍に増えています。
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発達相談センターってどんなところ？

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
発
達
に
か
か

わ
る
関
係
者
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
上

田
市
在
住
の
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
次
の
よ
う

な
事
業
を
行
い
ま
す
。

・
相
談
事
業

　

臨
床
発
達
心
理
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ

る
個
別
相
談
の
ほ
か
、
専
門
職
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
の
立
場
か
ら

お
子
さ
ん
の
行
動
や
こ
と
ば
の
様
子
な
ど

も
見
な
が
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
で
お
子
さ
ん
に
必
要
な
支
援
内

容
や
支
援
の
方
向
性
、
生
活
の
場（
家
庭
、

保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
）で
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
支
援
方
法
な
ど
を
検
討

し
お
伝
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
は
、
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
の
様
子
や
行
動
な

ど
を
詳
し
く
知
る
た
め
、
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
改
め
て
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

　

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
育

て
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多

い
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の

育
て
方
を
も
う
一
度
見
直
し
、
効
果
的
な

対
処
方
法
や
適
切
な
子
育
て
の
方
法
を
保

護
者
の
方
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

・
親
子
教
室
へ
の
協
力

　

健
康
推
進
課
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
親
子
教
室
で
は
、
幼
児
期

の
親
子
を
対
象
に
課
題
遊
び
、
親
子
遊
び

な
ど
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
成
長
を
促

し
、
お
母
さ
ん
の
不
安
に
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん

が
お
子
さ
ん
の
特
性
を
知
っ
て
か
か
わ
り

方
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
講
演
会
や
保
育
士
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

・
児
童
精
神
科
医
に
よ
る
発
達
相
談

　

月
１
回
の
予
約
制
で
す
。
な
お
、
診
察

は
行
い
ま
せ
ん
。

年
齢
に
応
じ
た
支
援

　

上
田
市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
に
応

じ
た
育
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
乳
幼
児

期（
０
歳
〜
就

学
前
）に
は
乳

幼
児
健
診
、
発

達
心
理
相
談
員

に
よ
る
育
児
相

談
、
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
こ
と

ば
の
相
談
、
作

業
療
法
士
に
よ

る
発
達
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
お
よ
び
公
立
幼
稚
園
で
は
、
発

達
支
援
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
ス
タ
ッ

フ
が
、
対
象
児
の
早
期
発
見
や
支
援
の
方

法
な
ど
具
体
的
な
手
立
て
に
つ
い
て
、
保

育
士
へ
の
指
導
・
助
言
を
行
う
巡
回
指
導

事
業
や
保
護
者
な
ど
へ
の
発
達
相
談
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
相
談
所

で
は
小
中
学
生
の
不
登
校
に
関
す
る
相
談

な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
そ
の
子
ら
し
く
健
や
か
に
成
長
で

き
、
学
び
と
育
ち
が
保
障
で
き
る
よ
う
、

発
達
障
害
の
早
期
発
見
と
、
ひ
と
ま
ち
げ

ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
内
の
健
康
推

進
課
、
保
育
課
、
教
育
相
談
所
の
ほ
か
、

お
子
さ
ん
の
発
達
支
援
に
か
か
わ
る
関
係

機
関
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
一
貫
し
た
支
援
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
な
の
か
、
そ
の
子
の
持
つ
個

性
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
困
っ
て
い
る

け
れ
ど
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
方
の
、解
決
の

糸
口
を
見
つ
け
る
相
談
窓
口
で
す
。

「
困
り
感
」を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
や
家
族

の
皆
さ
ん
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

相
談
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

相談受付／月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後４時
相談予約／月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後５時

　発達相談センター　TEL24・7801�



  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 

期日／タイトル・講師

・８月18日㈬／開講式、「福沢諭吉と丸子」・石井寿
す

美
み

世
よ

氏（日本学術振興会特別研究員、慶應義塾福澤研究セン
ター研究嘱託）

・８月20日㈮／「必聴！必（体）験！「篠原流トレーニグ」～脳の活性化と結びつけた健康づくり」・篠原菊紀氏（諏
訪東京理科大学共通教育センター主任・教授、東京理科大学総合研究機構併任教授）※丸子文化
協会主催の特別講座

・８月26日㈭／「世界の中の日本－どうなるこれからの国際情勢－」・佐
さっ

々
さ

淳
あつ

行
ゆき

氏（元内閣安全保障室長）
・９月３日㈮／「家庭から考える、地球環境とこれからのエネルギー」・小

お

関
ぜき

哲
てつ

哉
や

氏（国際問題評論家）
・９月９日㈭／「美術の本物と偽物－琳派の工芸・鑑定学は成立するか－」・竹内順一氏（永青文庫館長）、閉講式
時　間  午後７時～
場　所  丸子文化会館小ホール
受講料  １回200円、全日程（４回）500円、８月20日の特別講座は無料。70歳以上の方、障がいのある方、高

校生以下は無料（申し込み時にお申し出ください）。
申し込み  電話またはFAXで信州夏期大学運営委員会事務局へ。当日受付、１回だけの受講も可能です。
※手話通訳・託児を希望する方は申し込みの際に、お申し出ください。また、丸子地域に限り、交通手段のない方、
障がいのある方は、社会福祉協議会丸子地区センターの無料送迎がありますので、申し込み時にお申し出くだ
さい。
　信州夏期大学運営委員会事務局（丸子公民館内）　TEL42・3147　FAX42・0303

第
48
回
信
州
夏
期
大
学

2010年代をどう生きるか
　今年は「2010年代をどう生きるか」をメインテーマに開催します。また、丸子文化協会主催の講演会も特
別講座として同時開催します。

かけゆストリートフェスティバル

自
然
派
音
楽
と
屋
台
に
花
火

日　時  ８月28日㈯午後１時～８時
場　所  鹿教湯温泉交流センター特設ステージ
内　容  
・自然派音楽祭／大自然をバックに、フォルクローレ、フォー
クソング、和太鼓などの演奏が披露されます。
・各種屋台／たこ焼き・金魚すくい・おみくじ屋さんなどな
ど、夏祭りには欠かせない昔なつかしの屋台がお目見えし
ます。
・大花火大会／フィナーレに打ち上げ予定。
※内容は変更になる場合があります。
　鹿教湯温泉観光協会　TEL44・2331
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　今、時代は空前の戦国ブーム。その火付け役となった、人気アクションゲーム『戦
国B

バ サ ラ
ASARA』シリーズと、ゲームを原作としたTVアニメ『戦国BASARA

弐
ツー
』。我ら郷土の英雄・真田幸村が登場するこの『戦国BASARA』と上田

市がタイアップし、様々な事業を展開しています。
　上田市は、６月26日㈯に東京国際フォーラムで行われたTVアニメ『戦国
BASARA弐』のイベントにおいてタイアップを発表。７月11日㈰からTVア
ニメ『戦国BASARA弐』の放映も始まり、ますます注目を集めています。
　ゲーム、アニメそれぞれの『戦国BASARA』キャラクター真田幸村を使った
地域限定の商品化が市内の業者により進められ、観光会館で販売しているリンゴ
クッキーや、市内酒店で販売しているお酒のラベルにキャラクターイラストが使用
されています。いずれも好評で、今後もいくつかの商品化が進められます。
　また、『戦国BASARA』の真田幸村が表示された上田電鉄別所線が運
行開始予定。８月６日㈮に出発式が予定されており、記念切符も発売
の予定です。
　秋には、『戦国BASARA』を活用した宝探しイベントも企画されてお
り、これをきっかけに、「真田一族の郷

さと
」信州上田がより魅力的な観光

地となるよう、取り組みを進めていきます。
　上田観光コンベンション協会（ 観光課内）　TEL23・5408

「戦国BASARA」とタイアップ

商
品
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
を

大河ドラマ実現に向けて

日
本
一
の
夏
ま
つ
り
真
田
出
陣
ね
ぷ
た

日時／内容／場所

・８月６日㈮午後５時～９時（前夜祭）　講演会「幸村の心を語る」／ほかりホール
　トーク＆ライブ「戦国夜話～地

じ

炉
ろ

の間～日本一の兵真田幸村公を大河ドラマにしよう！」
　幸村屋台村（幸村市）／八十二銀行上田支店前広場（旧一冨士跡地）
・８月８日㈰午後６時～９時（真田出陣ねぷた）　着到の儀、出陣の儀、帰陣の儀／八十二銀行上田支店前広場
　1,000人による曳

えい

航
こう

（ねぷた曳
ひ

き）／海野町・松尾町・原町
　日本一の夏まつり真田出陣ねぷた実行委員会（宮下）　TEL090・2226・2285

　第１次上田合戦（８月２日開戦）における真田軍の反撃を、勇壮な「真田出陣ねぷた」で再現したお祭り。真
田昌幸・幸村の勇姿を描いた鏡絵と、昌幸・幸村の婦人を描いた見送り絵が扇型の大灯ろう（ねぷた）となって
中央商店街を練り歩きます。このまつりは、NHK大河ドラマ「日

ひの
本
もと
一
いち
の兵

つわもの
真田幸村公」放映を実現するため

の署名促進などを目的に行われるものです。

大灯ろうの照明設置作業 ねぷたの絵の制作

Ⓒ2010 CAPCOM/TEAM BASARA

�



  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 

会場周辺は車両通行止
日　時  ８月５日㈭午後７時～荒天の場合は順延
場　所  常田新橋下流300ｍ付近
車両通行止時間／区間

・午後３時30分～９時／上田橋～常田新橋（右岸堤防道路）
　※昨年までと変更となりましたのでご注意ください。
・午後６時30分～９時／常田新橋、常田新橋～小牧橋下（右岸
堤防道路）、上田橋～常田新橋（左岸堤防道路）
　信州上田大花火大会実行委員会（上田商工会議所内）
　　TEL22・4500

信
州
上
田
大
花
火
大
会
の
交
通
規
制

　旧上田市が、寧
にん
波
ぽう
市と友好交流提携を結んでから今年で15周年となります。

上海国際博覧会開催や、㈳日中友好協会が創立60周年を迎える節目の年に、上田市からの市民訪中
団参加者を募集します。ぜひご参加ください。

期　日  Ａコース／10月11日㈪～14日㈭、Ｂコース／10月11日㈪～16日㈯
訪問都市  Ａコース／寧波市（記念交流）～上海市（国際博覧会）
 Ｂコース／寧波市（記念交流）～上海市（国際博覧会）～北京市（人民大会堂）
定　員  Ａコース／先着10名、Ｂコース／先着20名
費　用  Ａコース／約145,000円、Ｂコース／約175,000円
申し込み  ８月20日㈮までに秘書課または上田日中友好協会（夜間休日）へ。
※日程・費用等については、国際情勢、為替の状況で変更になる場合があります。
　 秘書課　TEL22・3435、上田日中友好協会（池上）　TEL25・3360

友
好
交
流
提
携
15
周
年
記
念

「寧波市」訪問の旅参加者募集

天
てん

一
いち

閣
かく

明代に建設された中国最古の書庫。
寧波市に現存する。

上田橋北 常田新橋

上堀

小牧橋

小牧
上田橋南

上田駅

上
田
橋

常
田
新
橋

小
牧
橋

午後６時30分～９時
午後３時30分～９時交通規制

区域

�



ふ
る
さ
と
学
習
会

塩田平の文化遺産を学ぶ

日　時  ８月28日㈯午後２時～３時30分（１時30分開場）
場　所  長野大学リブロホール
演　題  協働によるまちづくり
講　師  セーラ・マリ・カミングス氏
　　　　　（㈱桝

ます

一
いち

市村酒造場 代表取締役）
　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1703）

父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

８月１日から支給対象を拡大
　児童扶養手当は、ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを
目的として支給される手当です。
　支給には表の金額の所得制限があります。また、受給するためには申請が必要となるため、該当と思わ
れる家庭には申請書を送付しています。11月30日㈫までに忘れずに手続きをしてください。なお、申請書
が届かない方で、該当していると思われる方は、子育て・子育ち支援課までお問い合わせください。

●児童扶養手当の所得制限表
平成21年中の所得金額が以下の金額を超えた場合、支給されない場合があります。

扶養親族等の数 本　　　人 配偶者および
扶養義務者全部支給の場合 一部支給の場合

０人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満
１人 570,000　〃　 2,300,000　〃　 2,740,000　〃　
２人 950,000　〃　 2,680,000　〃　 3,120,000　〃　
３人 1,330,000　〃　 3,060,000　〃　 3,500,000　〃　

　 子育て・子育ち支援課　TEL23・5106

キックオフフォーラム

ま
ち
づ
く
り
講
座
に
ご
参
加
を

　上田市では地域内分権と市民協働のまちづくりを推進す
るため、市民の皆さんの自発的・主体的な地域活動を支援
しています。平成22年度は、まちづくりコーディネーター
養成講座（全10回）を計画しています。開講に先立ち、参加
者の募集を兼ねて市民の皆さんに関心を持っていただき、
まちづくりに参加いただく契機として、まちづくり講演会
を開催します（参加費無料）。

SARAH MARIE CUMMINGSさん
アメリカ・ペンシルベニア州立大学卒業後、
数々のアイデアを生かし地域の良さを引き
出しながら小布施にとけ込んで活躍中。

日時／内容・講師

・８月22日㈰午後２時～／講演「上田市内の古墳とその時代」・川上元
つかさ

氏（長野県文化財保護協会理事）
・９月26日㈰午後１時～／産川から沢山池まで（現地）・甲田三男氏（上田市文化財保護審議会委員）
・10月17日㈰午後２時～／手塚、新町地区の文化財（現地）・塩田平ボランティアガイドの会
・11月14日㈰午後２時～／舌喰池の水鳥（現地）・小柳守男氏（日本野鳥の会長野支部長）
・12月19日㈰午後２時～／講演「塩野神社について」・宮本達郎氏（塩田平文化財保護協会会長）
・２月６日㈰午後２時～／講演「塩田平に伝わる民話」・稲垣勇一氏（塩田平民話研究所所長）
・３月６日㈰午後２時～／講演「青木村の大法寺と義民について」・桜田義文氏（青木村郷土美術館館長）
場　所  塩田の里交流館「とっこ館」（現地学習は同館集合）
参加費  無料
現地学習の持参品などは事前にお問い合わせください。
　西塩田地区振興会（中沢）　TEL38・5831�



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

保
育
料
の
減
免
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

景
気
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
中
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
、

子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
保
護
者
の
失
業
な
ど
に
よ
り
年

度
途
中
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
家
庭

の
保
育
料
な
ど
を
減
免
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
添
付
し
て
い
た
だ
く
資
料
が

あ
る
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対
象　

前
年
に
比
べ
て
５
割
以
上
収
入

が
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
保
育

料
な
ど
に
滞
納
が
な
い
家
庭（
保
育
料

の
階
層
に
よ
っ
て
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
）。

●
減
免
期
間　

平
成
23
年
３
月
末
ま
で

●
申
請
書
類
の
配
布
と
受
付
場
所　

保
育

課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
、市
内
の
保
育
園
・

公
立
幼
稚
園

　

保
育
課　

TEL
23
・
５
１
３
２

丸
子
金
子
図
書
館
が

特
別
整
理
の
た
め
休
館

　

図
書
や
資
料
の
特
別
整
理
の
た
め
、
８

月
25
日
㈬
〜
９
月
１
日
㈬
の
期
間
休
館
し

ま
す
。
休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
同
館
玄

関
入
り
口
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
利
用
者
の
方
々
に
迅

速
に
図
書
や
資
料
を
提
供
す
る
た
め
の
大

切
な
作
業
で
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
移
動
図
書
館
あ
お
ぞ
ら
号
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

お
盆
中
の
ご
み
収
集
は

通
常
ど
お
り
実
施
し
ま
す

　

８
月
13
日
㈮
と
16
日
㈪
の
ご
み
収
集

と
、
上
田
・
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

受
け
入
れ
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

女
性
の
た
め
の
暮
ら
し
の

中
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
女
性
に
対
す
る

暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ

め
、
家
庭
内
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
予
約
不

要
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

８
月
26
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
対
象　

悩
み
ご
と
の
あ
る
女
性

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

マ
ナ
ー
を
守
り
清
潔
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

　

捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、
だ
れ
が
拾
う
の

で
し
ょ
う
？
道
路
や
駅
前
広
場
、
公
園
、

そ
の
ほ
か
公
共
の
場
所
へ
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
、
紙
く

ず
な
ど
を
ポ
イ
捨
て
す
る
こ
と
は
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
は
指
導
、
勧
告
・
措
置
命

令
が
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
罰
則
が

あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

今
月
の
表
紙

　「武石地域の新たな特産品を作
りたい！」という住民有志の熱い
思いが、わがまち魅力アップ応援
事業の採択を受け、形になった武
石丼
どん

。７月１日に発売されました。
　武石温泉うつくしの湯では、午
前11時ころ第１号の注文を受け、
調理された食材を丁

てい

寧
ねい

に盛り付け
ていました。また、武石地域内の
他の協力店２店でも、お昼に注文
が殺到していました。
　地元産食材を使い、特製ごま味

み

噌
そ

だれをかけた究極の地産地消
「武石丼」は、武石地域外での販売
も始まり好評です。ぜひ、ご賞味
ください。

究極の地産地消「武石丼」 お
知
ら
せ

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

認
知
症
講
演
会

　

認
知
症
の
方
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か
。
地
域
で
支
え
る

認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
テ
ー
マ　

地
域
で
支
え
る
医
療
と
認
知

症
ケ
ア
の
実
践
か
ら
〜
飯
綱
町
の
実
践

を
通
し
て
〜

●
講
師　

長
﨑
忠た
だ

悦よ
し

氏（
な
が
さ
き
医
院

院
長
）

●
定
員　

２
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
介
護
課
へ
。

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

武
石
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

　

武
石
写
真
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
四
季

折
々
の
風
景
や
祭
り
の
写
真
、
約
40
点
を

展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
６
日
㈮
〜
29
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時（
月
曜
日
休
館
）

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

幼
児
教
育
講
演
会

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
私
が
一
番
受
け
た
い

コ
コ
ロ
の
授
業
」の
著
者
、
上
田
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・
副
校
長
の
比ひ

田だ

井い

和

孝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
す
べ
て
は
子
供

達
の
幸
せ
の
た
め
に
」と
題
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
、
そ
の
コ
コ
ロ
の
あ
り
方
を
た
っ

ぷ
り
と
お
話
し
い
た
だ
く
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

30
分（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

　

上
田
市
保
育
園
・
公
立
幼
稚
園
保
護

者
会
連
合
会（
金
野
）

　
　

TEL
26
・
４
６
０
４

催
し

　商品の売買や医薬品の調剤などの取引行為、または病院や学校
での体重測定などの証明行為に使用するはかりの定期検査を、計
量法に基づき実施します。最寄りの会場で受検してください。な
お、検査には手数料が必要です｡
●対象地区　上田地域／東部、南部、中央、北部（山口自治会を

除く）、西部、塩尻、神川（上堀自治会のみ）
●実施日程

はかりの定期検査
お知らせ

＜広告欄＞

実施日 時　　　間 場　　　所

８月18日㈬ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 上田卸会館

８月19日㈭ 午前９時30分～正午 市役所西庁舎計量検査室
午後１時30分～３時30分 南天神町公会堂

８月20日㈮ 午前９時30分～正午
午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

８月23日㈪ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 点字図書館

８月24日㈫ 午前９時30分～正午
午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

８月25日㈬ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 西部公民館

８月26日㈭ 午前９時30分～正午
午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

　 商工課　TEL23･5395

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

歯
か
ら
元
気
に
な
ろ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

口こ
う

腔く
う

ケ
ア
の
重
要
性
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
、
歯
科
健
診
、
相
談
会
等
を
開
催

し
ま
す（
地
域
発
・
元
気
づ
く
り
支
援
金

活
用
事
業
）。

●
日
時　

８
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演「
健
康
は
健け
ん

口こ
う

か
ら
」講

師
／
新し
ん

庄し
ょ
う

文ふ
み

明あ
き

氏（
８
０
２
０
運
動
提

唱
者
）、
②
口
腔
ケ
ア
研
修
会「
私
と
あ

な
た
の
お
口
ケ
ア
」講
師
／
新
庄
文
明

氏
・
和い
ず
み泉
良
大
郎
氏（
開
業
医
）、
③
両

氏
と
上
田
小
県
歯
科
医
師
会
に
よ
る
歯

科
健
診
、
④
五ご

島と
う

真ま

理り

為い

氏（
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）に
よ
る
心
の
相
談

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

②
③
④
と
託
児
は
８
月
10

日
㈫
ま
で
に
電
話
で
事
務
局
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
響
き
あ
う
命
の
力
・
難

病
・
障
害
児
者
と
関か

か

わ
る
人
の
会
事

務
局（
金
子
）　

TEL
73
・
２
７
４
８

信
州
大
学
繊
維
学
部

親
子
教
室
と
夏
の
一
般
公
開

●
日
時　

８
月
11
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
附
属
農
場

●
内
容　

暮
ら
し
を
支
え
る
い
き
も
の
・

カ
イ
コ
と
ク
ワ
の
見
学
会

●
講
師　

金か
ね

勝か
つ

廉れ
ん

介す
け

繊
維
学
部
応
用
生
物

学
系
教
授

●
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

●
定
員　

10
組（
20
名
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
大
学
繊
維
学

部
へ
。

●
そ
の
他　

８
月
22
日
㈰
〜
29
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
、
繊
維
学
部
資
料
館

／
疾
走
す
る
フ
ァ
イ
バ
ー
展
。
こ
ち
ら

の
見
学
は
申
込
不
要
で
す
。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部（
岩
波
）

　
　

TEL
21
・
５
３
１
３

平
成
22
年
度
千
曲
川

流
域
学
会
夏
の
研
究
会

●
日
時　

８
月
22
日
㈰
、
第
一
部
／
午
後

３
時
〜
５
時
、
第
二
部
／
午
後
５
時
30

分
〜

●
場
所　

上
田
道
と
川
の
駅
交
流
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

第
一
部
／
指
標
生
物
を
用
い
た

水
質
判
定
調
査
と
ヤ
ナ
の
見
学
会
、
第

二
部
／
地
元
食
材
な
ど
を
使
っ
た
料
理

を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会

●
参
加
費　

第
一
部
／
無
料
、
第
二
部
／

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
事
務
局
へ
。

　

千
曲
川
流
域
学
会
事
務
局（
竹
内
）

　
　

TEL
38
・
７
７
７
１

日
本
の
祭
り
絵
展

　

中
国
南
京
市
出
身
で
、
国
際
的
に
も
活

躍
し
て
い
る
水
墨
画
家
・
傅ふ

益え
き

瑶よ
う

さ
ん
が

独
特
な
タ
ッ
チ
で
描
く
、
日
本
各
地
の
代

表
的
な
祭
り
を
題
材
と
し
た
絵
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
別
所
温
泉　

岳た
け

の

幟の
ぼ
り

」を
含
む
約
60
点
の
新
作
を
展
示
し
ま

す
。

●
期
日　

８
月
13
日
㈮
〜
20
日
㈮

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

　

傅
益
瑶
・
日
本
の
祭
り
絵
展
実
行
委

員
会　

TEL
23
・
１
１
１
１

　
　

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
教
室

　

ト
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
コ
ー
チ
や
、

テ
レ
ビ
の
解
説
な
ど
で
活
躍
中
の
元
女
子

プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
・
長
塚
京
子
さ
ん
監
修

の
コ
ー
チ
が
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す

●
日
時　

８
月
10
日
〜
10
月
26
日
の
毎
週

火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

真
田
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
対
象　

テ
ニ
ス
初
中
級
者

●
定
員　

先
着
10
名

●
参
加
費　

ク
ラ
ブ
会
員
１
回
２
０
０

円
、
一
般
１
回
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
、
さ
な
だ
ス

＜広告欄＞

催
し
／
講
座
・
教
室

��



K
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I
N

T
R

O
D

U
C

T
I
O

N

キラリ★輝
くこどもた

ち！

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
窓
口
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

再
就
職
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

す
ぐ
に
業
務
に
役
立
つ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ

フ
ト
の
活
用
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

８
月
27
日
、
９
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
の
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午（
全
５
回
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

受
講
料
１
５
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
２
１
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
11
日
㈬
〜
23
日
㈪

に
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・

ゆ
う
へ（
２
歳
〜
就
学
前
児
の
託
児
あ

り
）。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

TEL
27
・
２
９
８
８

地域の中で見守られながら
大きくなあれ

依田保育園

　依田保育園は、県道169号線沿いの現在
トンボハウスのある場所から、平成10年
に依田小学校グランド跡地だった現地に新
築移転しました。北側に山々を望み、一歩
園を出ると、田んぼや畑が広がるのどか
で静かな環境にあります。近くにはラベン
ダー畑で知られる信州国際音楽村もあり、
地元の園として様々なイベントに参加して
います。子どもたちも歌うことが大好きで
す。
　当園は園児130人の大規模園で、子ども
たちが広範囲から通園していることも特長
の一つです。「近所の子どもたちが集まり遊
びながら、そのかかわりの中で育つものを
大切にし、その流れを小学校へもつなげて
いきたい」と、地区別異年齢グループを作

り、昔ながらの多彩な活動をしています。
広い園舎や園庭には、異年齢の子どもたち
が一緒に遊べる環境があり、ダイナミック
な遊びが展開されています。
　また、子どもたちは地域を巡回する移動
図書館「あおぞら号」の来園を心待ちにして
います。月１回の親子貸出では、大勢の保
護者がわが子と一緒に絵本を選びます。定
期的に読み聞かせの会の方や、保育士に絵
本を読んでもらうことにより、絵本への楽
しみをさらに広げる工夫もしています。
　菜園活動では、地域の方と一緒に原体験
を積むことで、食物に関しての発見や驚き
を感じ、食の大切さを学びます。また、伝

統行事の際にも地元
の皆さんに継承して
いくことの大切さ
を教えてもらいまし
た。子どもたちは、
これからも地域の中
で見守られて大きく
育っていきます。

「今日はどれを借りようかな･･･」

広い庭で、みんなでどろ
んこ遊びをしました。「ぼ
くは、寝てみようっと！」
「わーい、おもしろい！」

＜広告欄＞
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情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

初
歩
か
ら
学
べ
る

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
講
座

　

イ
ラ
ス
ト
作
成
・
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（Illustrator

）を
初

歩
か
ら
学
び
た
い
方
向
け
に
、
基
本
操
作

を
学
習
し
た
後
、
基
本
的
な
図
形
や
イ
ラ

ス
ト
の
制
作
、
テ
キ
ス
ト
の
取
り
扱
い
を

学
習
し
、簡
単
な
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
す
。

な
お
、
10
月
に
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

８
月
26
日
、
９
月
２
日
・
９
日
・

16
日
の
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時（
全
４
回
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
指
導　

児
玉
藤
枝
氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者
で
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
初
心
者（
定
員
16
名
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

２
７
０
９
円
別
途
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
水
泳
教
室

◇
キ
ッ
ズ（
年
少
〜
年
長
）水
泳
教
室（
12

回
コ
ー
ス
）

●
期
間　

年
中
・
年
長
コ
ー
ス
／
９
月
１

日
〜
３
月
16
日
の
第
１･

３･

５
水

曜
日
、
年
少
コ
ー
ス
／
９
月
８
日
〜
３

　

月
９
日
の
第
２
・
４
水
曜
日

●
時
間　

午
後
４
時
〜
４
時
50
分

●
定
員　

各
15
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

４
１
０
０
円（
保
護
者
別
途

入
館
料
５
０
０
円
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

８
月
18
日
㈬
以
降
、
ア
ク

ア
プ
ラ
ザ
上
田
へ
。

◇
ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
生
）水
泳
教
室

●
期
日　

９
月
２
日
〜
３
月
17
日
の
第

１
・
３
・
５
木
曜
日（
祝
日
は
休
み
）

●
時
間　

低
学
年
教
室
／
午
後
４
時
〜
４

時
50
分
、
高
学
年
教
室
／
午
後
５
時
〜

５
時
50
分（
14
回
コ
ー
ス
・
祝
日
は
休

み
）。

●
定
員　

各
25
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

４
７
０
０
円（
要
別
途
入
館

料
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

８
月
19
日
㈭
以
降
、
ア
ク

ア
プ
ラ
ザ
上
田
へ（
26
日
㈭
は
休
館
）。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

　

基
本
的
な
テ
ー
ピ
ン
グ
の
技
術
を
専
門

家
と
一
緒
に
、
実
際
に
テ
ー
プ
を
巻
き
な

が
ら
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分（
６
時
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
講
師　

小
嶋
国
彦
氏（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
は
さ
み

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
テ
ー
プ
代
）

●
申
し
込
み　

８
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
、
体
育
協
会
事
務
局
へ
。
ど
ち
ら
か

１
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

㈶
上
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

景
観
・
都
市
計
画

審
議
会
の
委
員
を
公
募

◇
上
田
市
景
観
審
議
会

●
審
議
会
の
内
容　

景
観
に
関
し
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
提
出
レ
ポ
ー
ト　
「
上
田
市
の
景
観
に

つ
い
て
」（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）

◇
上
田
市
都
市
計
画
審
議
会

●
審
議
会
の
内
容　

市
の
都
市
計
画
に
関

し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議

す
る
。

●
提
出
レ
ポ
ー
ト　
「
上
田
市
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
想
い
」（
８
０
０
字
以
内
・
書

式
自
由
）

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
都
市
計

画
課
、
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
）に
レ
ポ
ー
ト
を
添
え
て
、
都

市
計
画
課
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

８
月
27
日
㈮

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞

��



上田の百選

　

昭
和
39
年
に
刊
行
さ
れ
た
登

山
家
で
文
筆
家
の
深
田
久き
ゅ
う

弥や

の
著
書「
日
本
百
名
山
」で
選

ば
れ
て
い
る
の
が
、
武
石
地
域

の
美
ヶ
原
で
す
。
そ
の
著
書
の

中
で
深
田
は
、「
大
体
二
千
メ
ー

ト
ル
前
後
の
高
度
を
保
っ
て
豊

か
に
起
伏
し
た
原
で
あ
る
。（
中

略
）そ
の
高
さ
に
、
広
さ
を
加

え
る
と
、
ま
さ
に
日
本
一
か
も

し
れ
な
い
。」と
賞
賛
し
て
い
ま

す
。

　

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
美
ヶ
原
。

そ
の
頂
上
部
分
に
広
が
る
20
㎞

の
平
原
は
、
夏
に
な
る
と
高
山

植
物
が
咲
き
乱
れ
、
牛
が
放
牧

さ
れ
ま
す
。

　

美
ヶ
原
の
地
形
は
、
火
山
が

水
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
平
ら

な
地
形
が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
高
峰
は
、

王
ヶ
頭（
２
０
３
４
ｍ
）で
、
こ

の
ほ
か
王
ヶ
鼻（
２
０
０
８
ｍ
）

な
ど
の
峰
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
美
ヶ
原
で
す
が
、

近
年
、
高
山
植
物
が
咲
き
誇
っ

て
い
た
草
原
に
サ
サ
が
生
い
茂

り
、
草
原
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
８
年
ほ

ど
前
か
ら
遊
歩
道
周
辺
の
サ
サ

を
刈
っ
た
り
、
自
然
保
護
事
業

を
行
っ
て
美
ヶ
原
の
お
花
畑
再

生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
美
ヶ
原
の
遊
歩
道

を
整
備
す
る
会
で
す
。
理
事
長

の
小
澤
蔵く
ら

生お

さ
ん
に
伺
う
と
、

か
つ
て
は
牧
柵さ
く

が
な
く
、
草

原
全
体
が
牧
場
で
あ
り
、
ま

た
、
人
が
草
を
刈
っ
た
り
、
野

焼
き
を
し
た
り
し
て
き
て
、
森

林
化
が
進
行
せ
ず
、
そ
の
始
ま

り
で
あ
る
サ
サ
が
増
え
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
３
年
前
か
ら

は
、
上
田
市
も
松
本
市
、
長
和

町
と
連
携
し
て
、
５
０
０
人
ほ

ど
の
企
業
や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
、
美
ヶ
原
自
然
再

生
事
業
と
し
て
、
サ
サ
刈
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。小
澤
さ
ん
は
、

「
２
０
０
０
ｍ
の
標
高
で
、
広

大
な
草
原
景
観
は
こ
こ
に
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た
ち
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

武石峰から見る美ヶ原台上。県内広範
囲を見渡せ、標高が高いことから、放
送局の電波塔がいくつか建っている。

草原を覆うササを刈って、
高山植物を復元する美ヶ原
自然再生事業。

美ヶ原日本百名山

＜広告欄＞
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情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
の
委
員
を
公
募

　

応
募
資
格
は
、
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で

き
る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
で
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

少
子
化
、
地
域
で
の

子
育
て
環
境
に
関
す
る
こ
と
や
上
田
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
推
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
・
調
査
審

議
す
る
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
子
育
て
・

子
育
ち
支
援
課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に「
あ
な
た
が
考
え
る

地
域
で
取
り
組
む
子
育
て
支
援
と
は
」

と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）を
添
え
て
、
子
育
て
・
子

育
ち
支
援
課
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面

接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

８
月
20
日
㈮

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

う
え
だ
環
境
フ
ェ
ア

出
展
者
を
募
集

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
な
に
よ
り
実
践
！

環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
」で
す
。

　

環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
展
示
・

実
演
な
ど
の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
申
し
込
み　

８
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
生

活
環
境
課
へ
内
容
の
分
か
る
企
画
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

内
職
の
求
人
を
す
る

事
業
者
を
募
集

　

上
小
地
方
事
務
所
で
は
、
育
児
や
介
護

な
ど
に
よ
り
就
労
が
難
し
い
方
の
た
め
の

内
職
求
人
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
簡
単
な
仕
事
を
内
職
で
…
」と
お
考
え

の
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
上
小
地
方
事
務

所
商
工
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

上
小
地
方
事
務
所
商
工
観
光
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
０

募
集

募集

　地域の雇用状況が厳しい中、雇用機会の創出と
拡大を図るため、10月以降から勤務いただく非常
勤職員を募集します。
●採用日　10月１日以降（予定）
●雇用期間　６か月以内
●採用人数　60名程度
●業務内容　外国籍市民の相談（ポルトガル語等
の通訳）、正規職員の事務補助、屋外での作業、
図書館および博物館の蔵書や資料の整理業務、
保育園等における保育業務、保育園給食の調理
など。

●賃金　時給840円～（交通費別途支給）
●応募資格　次のいずれの条件も満たす方
①すでに離職しているか、採用日までに離職予定
である方。
②昭和25年４月２日以降に生まれた方。
③外国人登録者は、日本語による会話が可能な方。
④地方公務員法の欠格事項に該当しない方。
⑤上田市または他の自治体が実施している緊急雇
用対策事業に、平成22年９月30日現在で通算６
か月を超えて勤務していない方。

●応募方法　次の日程で面接を行い（事前連絡は
不要）、後日採用の可否を通知します。
　日時　８月20日㈮午前９時～午後５時
　場所　市役所本庁舎６階大会議室
　持ち物　市販の履歴書（必要事項を記入、顔写
真を張る）、外国人登録証（外国人登録者のみ）。
　ただし、現在上田市の非常勤職員として勤務中
の方は履歴書の提出は不要です。なお、履歴書
は返却しません（履歴書は厳重に管理し、非常
勤職員採用選考以外の目的では利用しません）。
　 人材開発課　TEL23･5332

緊急雇用対策　非常勤職員を募集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

７
月
12
日
、
あ
い
に
く
の
梅
雨
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
塩
田
の
郷さ

と

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
へ
と
つ
な
が
る
道
路
の
脇わ

き

に
、
ア
ヤ
メ
を
植
え

る
地
域
の
方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
約
３
０
０
ｍ
の
区

間
に
35
か
所
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
３
台
分
の
ア
ヤ
メ
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
10
月
３
日
に
は
、
こ
の
何
倍
も
の
ア
ヤ
メ
を
植
え
る
計
画
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
西
前
山
畑は
た

総そ
う

道
路
と
呼
ば
れ
る
約
１
・
６
㎞
の
道
路
の

両
脇
に
、
１
万
２
０
０
０
本
の
ア
ヤ
メ
を
植
え
る
作
業
を
、
大
勢
の

自
治
会
員
の
参
加
で
行
い
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
実
行
委
員
長
を
努
め
る
宮
沢
卓
也
さ
ん（
前
列
右
か

ら
二
人
目
）は
、「
自
治
会
で
み
ん
な
が
集
ま
る
行
事
は
、
運
動
会
ぐ

ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
共
同
作
業
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
、
憩
い
の

場
に
で
き
れ

ば
と
考
え
ま

し
た
」。

　

地
域
の
約

８
割
が
傾
斜

地
と
い
う
西

前
山
自
治
会

で
は
、
雨
が

降
る
と
畑
の

土
が
、
道
路

に
流
れ
出
て

し
ま
う
と
い

い
ま
す
。「
ア
ヤ
メ
は
根
が
張
り
、
土
が
流
れ
な
く
な
っ
て
畑
に
も
い

い
で
す
し
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
来
る
皆
さ
ん
に
も
す
ば
ら
し
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」と
宮
沢
さ
ん
。

　

10
月
の
作
業
で
は
、
私
有
地
に
ア
ヤ
メ
を
植
え
る
た
め
、
地
権
者

の
承
諾
も
得
て
い
る
そ
う
で
す
。
当
日
は
、
お
は
や
し
や
太
鼓
、
と

ん
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
の
催
し
も
計
画
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
の
参
加
で
、
会
話
が
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
の
増
沢
延
男
さ
ん（
前
列
右
か
ら
四
人
目
）は
、「
ア
ヤ
メ

三
役
に
、
が
ん
ば
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
山
林
視
察
や
登
山
道
整

備
と
い
っ
た
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
中
か
ら
話
が
広
が
っ
て
、
地
域
で

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

共
同
作
業
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
、憩
い
の

場
に
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

西前山自治会

「西前山地区の地形を活用した
地域愛あふれるアヤメの里事
業」は今年度、わがまち魅力アッ
プ応援事業の採択を受けまし
た。123戸の同自治会内の東西、
南北に走る道路にアヤメを植え
る取り組みが始まりました。ア
ヤメの土には、NPO法人地域循
環ネットワークで販売する、浄
水場で水道水を作る際に出る土
を原料に、バクテリアを加えて
作られた改良土を使うなど、環
境への配慮も行われています。
補助金は土や苗などに使われ、
今年植えるアヤメは再来年には
株も増え、きれいな花を咲かせ
るそうです。

増ま
す

沢ざ
わ

延の
ぶ

男お

さ
ん　

宮み
や

沢ざ
わ

卓た
く

也や

さ
ん

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞
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四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

ソフトボールの
楽しさを伝えたい

　小学校の水泳学習シーズンを前にした
６月上旬、本原小学校の新しいプールが
完成しました。
　強い日差しが照りつけた６月25日、
新しいプールで初めてのプール開きが行
われました。プールサイドに集まった全
校児童284名が注目する中、「プール誕
生おめでとう」の垂れ幕入りのくす玉が
割られ、新プールの完成を祝うとともに、
今シーズンの水泳学習の安全を祈りまし
た。
　長井久美子校長は「45年間使った今ま
でのプールでは、事故が１回もありませ
んでした。新しいプールでもルールを
守って、事故が起きないよう水泳学習を
していきましょう」とあいさつ。そして、
６年生の代表６名による模範水泳が行わ
れ、25ｍを泳いだ吉田彩乃さんは「泳い
でいて、とってもきれいで気持ちが良い。
水泳が楽しくなる」と話してくれました。
同校では、水泳学習が８月の下旬まで行
われます。この新しいプールで泳いだ児
童の中から、将来のオリンピック選手が
誕生するかもしれません。

プ
ー
ル
誕
生
お
め
で
と
う
！

初
の
プ
ー
ル
開
き

本
原
小
学
校
新
プ
ー
ル
完
成

武石ソフトボール連盟30周年記念

　

武
石
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
発
足
し
て

今
年
で
30
年
。
７
月
11
日
、
武
石
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
30
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
員
の
親し
ん

睦ぼ
く

と
子

ど
も
や
、
若
い
人
に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
計

画
さ
れ
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
30
周
年
に
ち
な
み

３
０
０
分
間
連
続
し
て
試
合
を
行
う
、

３
０
０
分
試
合
に
挑
戦
。
会
員
以
外
の
参

加
も
募
っ
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
参
加
も
多

く
、
参
加
者
は
約
２
５
０
人
。
午
前
９
時

か
ら
試
合
を
開
始
し
、
11
チ
ー
ム
が
50
分

ご
と
に
入
れ
替
わ
り
、
午
後
２
時
ま
で
対

戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
や
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
も
行

わ
れ
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
約
40
人
は
、

ボ
ー
ル
の
大
き
さ
や
重
さ
を
体
感
し
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
打
っ

て「
手
が
し
び
れ
る
」と
言
っ
て
い
た
小
学

生
も
、
25
ｍ
の
位
置
に
設
け
ら
れ
た
ホ
ー

ム
ラ
ン
ラ
イ
ン
に
、
ボ
ー
ル
が
届
く
と
、

う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。 ��



四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

　７月10日、別所温泉あいそめの湯で、「全国つるし飾りサミットin別所温泉」が開催され、８月８日
までの、つるし飾りの展示が、別所温泉周辺会場で始まりました。
　つるし飾りは、子どもの健康や商売繁盛を願い、鮮やかな布で作った鶴亀や松竹梅などの動植物、
香袋、お手玉などをひもでつるして飾るもの。期間中は、山形県酒田市の「傘福」、静岡県東伊豆町稲
取温泉の「雛

ひな

のつるし飾り」、福岡県柳川市の「さげもん」の日本三大つるし飾りと、信州上田雛の会の
つるし飾り計100点が別所温泉の旅館や、別所温泉駅前の丸窓ギャラリーなどで展示されました。
　当日のサミットでは、酒田市商工会議所女
性会の基調講演や、「蚕

さん

都
と

上田とつるし飾り
による街おこし」と題した討論会が行われ、
つるし飾りを活用した地域づくりや、観光振
興が話し合われました。
　サミットの山

やま

内
うち

静
じょう

治
じ

実行委員長（別所温泉
観光協会長）は、「商店街や別所温泉でのつる
し飾りを、来年以降も続けていきたい」と話
していました。

全
国
つ
る
し
飾
り
サ
ミ
ッ
ト
in
別
所
温
泉

日
本
三
大
飾
り
を
一
堂
に

　

７
月
３
日
、
丸
子
文
化
会
館
で「
い
き

い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
〜
健
康

と
福
祉
の
祭
典
〜
」が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
丸
子
地
域
の
高
齢

者
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
。
今
年
で
14
回
目
を

数
え
ま
す
。

　

今
年
度
、
喜
寿
・
米
寿
・
金
婚
式
な
ど

で
、
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
皆
さ
ん
を
招

い
て
の
記
念
写
真
撮
影
や
各
種
ク
ラ
ブ
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
健
康
相
談
な
ど
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
代
目
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ

て
体
操
を
行
う「
健
康
カ
ラ
オ
ケ
」も
あ

り
、
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
歌
声
に
合
わ
せ
、
参

加
者
た
ち
も
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
時
折

笑
い
声
も
あ
が
る
な
ど
、
会
場
は
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
高
齢
者

ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
作
品
展
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
上
げ

た
力
作
が
そ
ろ
い
、
訪
れ
た
方
々
か
ら
は

感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

いきいきフェスティバル2010

健康と福祉の祭典

��
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人の動き（平成22年７月１日現在）

　

６
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
東
小
学
校
の
音
楽
会
に
、
同
校
卒
業
生
が

訪
れ
、
木
彫
作
品
を
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
日
訪
れ
た

の
は
、
作
者
の
小
池
友
幸
さ
ん（
住
吉
）と
昭
和
19
年
に
同
校
を
卒
業
し

た
当
時
６
年
２
組
の
同
級
生
だ
っ
た
櫻
井
啓ひ

ろ

喜よ
し

さ
ん（
常
田
）、
栃と

ち

折お
り

瑩て
る

江え

さ
ん（
常
田
）の
３
人
。
長
年
木
彫
を
制
作
し
て
き
た
小
池
さ
ん
の
作

品
を
母
校
に
寄
贈
し
よ
う
と
同
級
会
で
話
が
ま
と
ま
り
、
同
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
相
談
し
て
、
こ
の
日
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
作
品「
森
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」は
、
高
さ
１
ｍ
近
い
木
彫
で
、

年
輪
を
あ
ら
わ
し
た
木
の
株
と
、
ピ
ア
ノ
の
鍵け
ん

盤ば
ん

や
バ
イ
オ
リ
ン
を

象か
た
ど

っ
た
も
の
で
、
森
の
木
々
が
美
し
い
音
楽
を
奏
で
る
様
子
を
表
現
し

た
県
展
入
選
作
品
。
小
池
さ
ん
は
、
信
州
美
術
会
・
東
信（
上
小
）美
術

会
の
会
員
で
、
昨
年
、
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
池
さ
ん
は
、「
森
や
林
に
行
っ
て
静
か
に
林
の
奏
で
る
音
楽
や
木
々

の
会
話
を
聞
い
て
、
自
然
を
感
じ
て
欲
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
田
邉
寛
樹
さ
ん
が
、「
こ
う
い
う
先
輩
が
大
勢
見
守
っ
て
い
て
く
れ

る
の
で
、
忘
れ
な
い
で
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
子

ど
も
た
ち
や
、
音
楽
会
に
訪
れ
た
保
護
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
感
じ
て
欲
し
い

母
校
の
音
楽
会
で
木
彫
を
寄
贈

提
供
／
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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